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論文及び審査結果の要旨 

申請者は、力学系の数理モデルを用いて、新型コロナウイルス感染症 COVID-19 のワクチン普及

前の段階での非医薬的介入による感染拡大対策のおよび 1980年代の高水準期から 1990年代の低

水準期という自然変動を経験したマイワシ太平洋系群の水産資源管理において、不確実性を考慮し

つつ状態変化に応じて対策を変える順応的管理の有効性を検討した。これら 2 つの事例研究を通じ

て、出口管理と入口規制の組み合わせが有効であることを示した。COVID-19においては病床数に応

じた行動抑制と、検査隔離の組み合わせにより、感染死者数、病床逼迫度、社会経済費用の 3 つを

評価指標とし、総合的に有効な管理方策を検討した。その結果、感染拡大時と減少時の閾値を変え

て、段階的に行動抑制を実施する順応的管理がこれらを抑制する有効な管理方策であることが示唆

された。 

 マイワシの資源管理については、資源量の維持、漁獲量の維持とその変動幅の抑制を評価指標と

し、実際の資源評価と出口管理の資源動態モデルと意思決定過程を用いて、それに漁獲努力量の

入口規制を追加した管理方策の有効性を検討した。その結果、高水準期に入る前の 1976 年から資

源管理を実施した場合、資源量が低迷した 1996 年から管理を実施した場合、資源量が回復を始め

た 2005年から開始した場合のいずれにおいても、入口規制を追加した管理方策のほうが上記 3つの

指標のいずれも優れた結果を得られることを示した。 

 本研究で得られた知見は，不確実性な変動を示す感染症や水産資源において、順応的管理

の有効性を示す研究の一つとして、水産資源管理と感染症対策という異なる対象を共通のツ

ールで検討した研究例として、世界的に価値ある研究と評価できる。 

 以上から、博士（環境学）の学位論文として十分な内容を有していると判定した。 

 

注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 


